


◆ ネイチャーツアー ◆ 

 樹木医の田中浩さんと、鎌倉フラワー＆ネイチャーガイドの 

村田江里子さんがガイドを務めるネイチャーツアーは、子どもか

ら大人まで楽しめる自然探索ツアー。 

耳を澄ませば、百舌鳥哮る(もずたける＝もずが鳴く)、せせら

ぎの音、数珠玉、烏瓜、子どもの頃に見た景色そのまま。 

 人間が自然の中に入り保全活動をすることで、環境を整え生態

系を維持していく。開発ではなく、共存。 

 ひとりで散策していても気がつかないような植物の解説は、ネ

イチャーツアーならではの醍醐味。湿地に生育するタコノアシと

いう準絶滅危惧種の多年草に参加者も興味津々。 

 最後に、オオエノキの大木の前で、悠久の昔からある伝説をご

披露頂く。広町の森に棲んでいた龍の話・・・愛をつらぬいて、

この土地を守った龍神様の身体が、広町の山となり、今の私たち

を見守って下さっている。 

あたりは神秘的な空気に包まれ、 

初冬の光が森を照らしていた。 

 

龍神の魂抱き山眠る  紗綾 

(斎藤 紗綾) 

 

 

 

 ◆「第 23回フェスティバル」を終えて ◆ 

11月 13日、14日の両日、鎌倉市広町公園緑地で、第 23回かまくら市民活動フェスティ

バルが行われた。コロナにも屈することなく、鎌倉の市民活動の祭典を絶やしたくない、

そんな思いが 23回の歴史の中で、初の屋外催行となった。両日とも好天に恵まれた。 

家族づれを中心に述べ 800 名余の来場があり、自然の中で、心穏やかに過ごされる風景

は、時間に追われる日常とは別の風景、別の時間のながれ。 

 鎌倉が誇る「子供たちの健やかな成長」「緑豊かな自然」「そして平和な時のながれ」を

感じていただけたかと思います。一切の事故なく無事に終わることができ、ご来場いただ

いた皆様、関係各位に感謝するとともに安堵。また、来年も屋外かな？ 

皆さんの「自分のみらいを描こう！」、その未来に「自然」が加わったことでしょう。 

ありがとうございました。 

（第 23回 フェスティバル実行委員長 小島政行） 

 

第 23回かまくら 市民活動フェスティバル 

 ◆ 第３回 SDGsフォトコンテスト ◆ 

環境、教育、健康、気候変動、ジェンダーなど 17 

の目標を意識し、日々の暮らしの中で SDGs の実

践をおこなうきっかけとなるような写真を募集し

ました。13 日にフォトコンテスト優秀作品の表彰

式が行われたました。 

パネル展示 

焼き芋 

ネイチャーゲーム 

竹の工作 

SDGsフォトコンテスト入賞の皆様 

◆ 焼き芋 ◆ 

フェスティバルは森の中で開催となり、焚火も OK。火とくればやっぱ焼き

芋でしょ、と言う安直な発想のもと、今年の賑わいの演出は焼き芋で決定。

こもれ日のさす美しい森の中で、空前の「炭化器を利用した鎌倉野菜の焼き

芋」大作戦が敢行されました。 

成功のためにイモ好き農業好きの助っ人を招集。が、焦げたり、ムラがで

きたり、熱いわ、中腰だわ、いぶされるわ、の悪戦苦闘の連続。それでも焼

けたら即、売れて「おいしい！」の笑顔、笑顔。 

ありがとうございます。息つく間もなかったけど、おかげさまで焼き芋

40kg、完売です。                   （焼き芋担当） 

                            

◆ 実行委員より ◆ 

今回はフェスティバルの実行

委員として携わることができ、

イベントの企画の大変さやイベ

ント実施までの不安感がありま

したが、とても楽しく活動する

ことができました。 

今度はまた別の機会でフェス

ティバルに関わることができれ

ばいいなと思います。 

 

（学生団体 NEW COLUMBUS 

メンバー 一同） 

美味しいコーヒー販売も ワークショップ 紙芝居 

クジラのお腹に何がある？ 




